
郷麟誇
灘鰐

叢

.

講

説

、

地
租
薬

讐

箭

竣

附
加
税
…

康

平

肺
戸

正
雄

歴

史

の

本

領

・・…

・…

、
…

…

・
驚

士

財

部

静

治

ヘ

ン
リ

ー

・ジ

・
i

ジ

の
土

地

國

存

論

…
・…

渋
墨
博
士

河
.
田

嗣

郎

猫

逸

税

制

の

遜

達

を

論

ず

..…

..…
「
..

…
..渋
墨
構
士

小

州

郷

太

郎

時

」

論

、

米

領

安

定

と

常

尊

君

..,
・,
-
・…

-
-
輩

里

戸

田

海

市

}

詮

苑

、
臥

本
組
濟
史
研
究

の
必
要

と
困
難

…
-
・-
活

學

士

本

庄

榮

治

郎

世

界

暦

易

概

遡

…
.…
・.…

…
・…
.法

學

士

小

島

昌

太

郎

.

京
都
市
小
學

校
教
員
生
計
調
査
…
…
…
…
…
法

學

士

汐

見

三

郎

・
正
常

需
要
供

給
の
動
的
考
察

・
時
の
要
事

-
注

學

士

石

川

興

二

特號

一一一

「

=__

一

一一r三 ン,,`L三_,



論

説

農
業
祉
會
主
義
論

(四
、完

)
.
.

農
業

社
倉

主
義
論

四

(
四

、
完

)
第
十
二
巻

(第

[
號

四
八
)

四
八

、地
代
課
税
主
義
土
地
改
頁
論
者

洞

田

(
下
)

嗣

・
郎

ミ

ル
の
議

論
を
基
礎

ε
し

て
更

に
大

い
に
農
業
耽

曾
主
義

的
観
念

の
建
設

を
駕

し
た
者

は
、
`
米
國

の

ヘ
ン
リ
ー
、

ジ
ョ
ー
ジ

=
2
「鴇
O
。
o
「びq
o
で
あ

る
Q

一
八

八

一
年

に
其
著
「
進

歩

ご
貧

困
」
廿
「o
げq
「窃
ψ
巴
己

七
〇<
①「ぐ

が
.
}
ε
度

,

公

に
せ
ら

る

、
や

、
諸
国

に
於

け
る
土
地

制
度
改
革

論

の
無
勢

は
頼

み

に
翠

っ
て
來

陀
。

其
意
味

に
於

て
は
彼

は

實

に
近
世
土
地
制

度
改
革

運
動

の
轡
導

者
で
あ

る
。

ヘ
ン
リ
ー
、
ジ

ョ
ー
ジ
の
説

く
所

は
、其

の
根
本

に
於
け

る
農

業
砒
曾

圭
義

井

ぴ
に
土

地
制
度
改
革

の
蜆

念

に
閲

し
て
は
、
何

等
新

し
き
も

の
を
賦
興
し

た
わ

け
で
は

な

い
。
其

の
自

然

法
的
論
擦

ご
其

の
實
行
的

改
革

計
査

ε
に

於

て
見
出

さ
る

、
所

の
も

の
は
、
從
來

古
き
學
者

に
依

て
唱
道

さ
れ
た

乃
根
本
観

念
を
援
用

せ
る
も

の
た

る
に
外

為
な
ら

識
。

た

雪
彼

は
従
来

の
農
業
肚
會
主
義

者
や
土

地
改
頁
論

者

よ
り
も

、
更

に
廣
汎

に
渉

っ
て
國
民

経
済

上
の

分
配
論
を
説

き
、
特

に
は
、
頗

る
國
民
的

な

る
剴
切

の
文
字

を
以

て
、
其

理
論
を
宣
値
…し
た
に
過
ぎ

訟
。

ヘ
ン
リ
ー
、
ジ

ョ
ー

球
の
考

を

一
括

し
て
述

べ
τ
見

る
`
、
先

づ
彼

は
各
個
人

に
劉
し
て
、
自
然

を
共

同

に
利
用

17)Diehl,a.ユ..0.82fr:

幾

.



「

す

る
先

天
的

の
権

利
を
認

む

る
者
で
あ

る
。
然

し
彼

は

此
権

利
を
土
地

の
上

に
の
み
限
り

、
人
の

勢
働

に
依

て
生

.

産

せ
ら

れ
た

る
物

は
.
'正

當
に
其

の
生
産

者

に
依

て
所

有

せ
ら

る

べ
き
も

の
こ
考

ふ
る
。
彼
は
謂

ふ
、
土
地

の
使

コ

用

に
劃
し

て
各
人

の
有

す

る

一
様
李

等

の
権

利
は

、
室

氣
を
呼

吸
す

る
を
得

る
権

利
同
様

に
、

明
確
な

る
も

の
で

あ

る
。
即
ち

そ
は
人

の
生
存

毘

い
ふ
事
實

に
依

て
保
障

せ
ら
れ

た
る
権

利
で
あ

る
。

な
せ
な
れ
ば

、
或
種

の
人

々

は
世
.に
生
存

し
得

べ
き
権

利
を
有
す

る
け

れ
ざ
も

、
他

の
人

々
は
之

を
有
せ
す

ε
考

ふ
る

こ
ε
は
、
こ
う

し
て
も

出
来

沮
か
ら

で
あ

る
ご
。
僻

し
彼

は
此
の
共
同
使
用
権

よ
b
し

て
、

佛
蘭

西

の

,
ン

シ
ド

ラ

ソ
な
ご
」
の
如

く
、
、野

働
椹

な

乃
も

の
を
主
張
す

る
の
で
は
な
く
、
彼
は

ミ

ル
に
倣

ひ
「
國
家

に
謝

し
て
国
家
自
ら

が
地

代
を
占
馭
す

る

を
得

る
の
権
利
を

認

め
ん

・し
す

る
の

で
あ

る
。
そ

し
て

又

ミ

ル
同
様

に
、
人

々
が
其
勢
働

に
依

て
生
産

し
た
物

に

謝
し
て
は
、
之

に
生
・雇
者

の
所
有
灌

を
認

め
ん

ε
す

る
者

で
あ

る
。

此

見
地

か
ら

し
て
、

ヘ
ン
リ
ー
、
ジ

ョ
ー

ジ
は
、
土
地

所
有
椹

を
基

礎

ε
す

る
不
勢
所
得
帥

ち
地
代

所
得

は
、
.不

正
當

の
も

の
ε
見

、
そ

し
て
凋
逸

の
保
守
的
肚
會

主
義

者
等

が
動

的
資
本
.ご
利
子

こ
の
中

に
、
あ
ら

ゆ

る
経
済

上

の
弊

害

を
見

出
す

が
如

く
に
、
彼

は
土
地

の
私
有

制

ε
地

代
所
得

ε
を

月
て
、
貧

困

ざ
恐
慌

ご
労
賃

の
鐵
則

ご
の

原
因
な
り

ご
し
て
居

る
。
斯
く

て
彼

は
、
國
家

は
無
償

で
も

つ
て
地

代
を
ば
土
地
所

有
者

よ
り

取
上
げ
得

べ
き
権

利
を
有
す

ε
駕
す

者
で

、
国
家

が
此
権

利
を
行

は
ん
爲

め
に
は

.
地

代
所
得

を
吸
書
す

る

に
足

る
だ
け

の
課

税
を

.

土
地

所
有
者

に
謝

し
て
駕
す

を
最
上
策
な
b

ご
考

へ
、

然

か
も
此
課

税
は
他

の
め
ら

ゆ
る
租
税

の
塵
止

を
可
能

な

論

説

濃
染
肚
會
庄
議
論
(四
、完
)

第
十
二
巻

{第
「
號

四
九
)

四
九

〆

,

L



.

`

論

説

農
業
肚
會
主
義
論
(四
、完
)
.

第
十

二
巻

(第

一
號

五
〇
)

五
〇

瑚
.

ら

し
む

る
に
足

る
も

の

ε
考
ふ

る
の
で
あ
る
。

以
下
少

し
く
詳

か
に
、

ヘ
ン
リ

ー
、
ジ

ョ
ー

ジ
の
所

論

の
跡
を
尋

ね
て
見

や
う
。

彼

は
先

づ
疑

問

を
掲

げ
て
謂

ふ
に
は
、
増

加
し
て
休

ま
ざ

る
富

ご
.
常

に
新
た

な

る
技
術
的
進
捗

の
行

は
る

、

ε
に
拘
ら
実

世
暑

困
の
盆

多

大
蓬

る
理
由
ば
那
邊

に
存
す

る
や
・
他
の
云
表
は
し
を
以
て
す

れ
ば
・
生

恥

産
ガ
・
増
加
・
て
止
　

・
に
拘
・
す
・
餐

・
常
・
巽

・
が
響

籍

・
支
持
…

の
み
足
…

珈

.

薫

少
限
高

つ
毒

・
行
か
ん
手

・
書

・
如
何
・
之
を
諾

し
得

べ
・
や
。
他
な
し
、
無

害
・
原
因
は

財

生
産
力
の
増
加
ビ
共
に
地
代
が
更
に

一
層
大

い
な
る
速
度
を
以
て
増
加
し
、
勢
賃
を
し
て
常

に
低
下
す
る
の
傾
向

縄

・
迎
へ
・
　

得
・
・
し
　

・
轟

蓋

外
　

翻
然
か
・
墾

磐

　

　

・
厳
存
・
・

四

が
爲
に
、斯
(
嘉

す
る
地
代
は
土
塀

薯

の
所
得
に
露
し
、奪

を
し
て
謬

富
み
且
つ
榮

.
、
む
る
ε
同
時

㎞謡

に
、
⊥
地
を
所
有
せ
ざ
る
者
を
し
て
益
々
困
憊

に
陥
ら
ざ
る
を
得
ざ
ら
し
む

る
、
洵
.に
土
地
が
個
人
の
專
占
私
有

14

a

に
属
す

る
こ
ざ

、
な
る

`
共

に
、
そ
は
肚

會

の
他

の
階

級

に
謝
し

て
、

一
般

的
利
益

を
傷
害
す

べ
き
財

の
分
配
状

3

㈱

弔　

態
を
憲

し
む
る
量

る
奨

な
る
腿

を
行
ひ
得
る
も
の
で
あ
る
・
さ
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
霧

的
国
勢

渠

原

論
聖

乱

亀

33

因
は
土
地
私

有
制

度
そ

の
も

の
セ

る
に
外

な
ら

の
。
年

々
新

た
に
生
産

せ
ら

る

、
富

は
、
土
地

ご
勢
働

ご
資
本

ε
.

、撫

四

じ

・

㎎

G

L

の
三

要
素

に
野

し

て
分
配

せ
ら

る

、
も

の
で

あ
る
が
、

π

y
問
題

こ
な

る
所

は
、
此
三
者

の
各
.々

受

く
る
分
配

の

臨
監

割
合
如
何

`
い
ふ
こ
ε
之
で
あ

る
。
然

る

に
勢
働

に
せ

よ
資
本

に
せ

よ
土
地

を
使

用
す

る
こ
ご
な
し

に
、
共

働

の

.
殉
ゆ
物



昌

.

行
は

れ
得

る
も

の
ε
て
は
な

い
の
だ

か
ら

、
土
地

所
有
者

の
分
配

上

の
要
求

は
、
先

づ
第

一
に
満

さ
れ
な

け
れ
ば

な
ら

諏

こ
ざ

＼
な

る
。

從
て
土

地
私
有
制

の
支
配
下

に
在

っ
て
は

、
終

に
勢

働
者
や
資
本

の
所

有
者
や

が
堪

ぺ
能

は
ざ

る
に
至

る
ま

で
、
金

々
多

く
の
貢
献

が
、
土
地
所
有
者

よ
り

彼
等

に
向

っ
て
要
求

せ
ら

る

、
こ
ご

＼
な
ら
ざ

る
を
得

諏
ε
。

「

ヘ
ン
リ
ー
、
ジ

ョ
ー

ジ
は
、
土
地

私

有
制

の
下

に
於

て
は
、
勢

賃

は
生
活

の
最
低
必
要
限

度

に
落
ち
行

(
も

の
な

る
こ
蓬
を
、
次
の
や

う

に
説

明
.し
て
居

る
。

元
来
勢
賃

は
勢

働
が
労
働
者
自

身

に
謝
し

て
有

す

る
儲
値

、
若

く

は
牧

盆

に
依

て
定

め
ら

る

、
も

の
で
あ

る
。
而

し
て
財

は
総

て
土

地

ε
勢
働

ピ
の
所

産
で
あ

っ
て

.
各
人

は
.其
勢

働

を
ば
最
も
大

い
な

る
自
然

的
生
産

力

の
在

る

所

即
ち
最

良
の
土
地

の
上

に
施
用

せ
む

ご
努

む

る
。

さ
れ
ば
優
良

の
土

地
が
十

分

に
存

在

し
、
移

住
者

は
何

人
も

己

の
欲
す

る
だ
け

の
地
面
を
自
由

に
占
有
す

る

こ
蔦
の
出
来

る
状
態

に
在

る
間

は
、
勢
賃

は
勢
働

の
全
敗
盆

ε
同

額

で
め
り
得

る
。

從

て
何
人

で
も
勢
働
者

を
雇
傭

せ
む

ご
欲
す

る
者

ば

、
雫

均
的
野
働

の
全
収
盆
を

之

に
勢
賃

こ

し
て
支

撹
ふ

の
外

は
な

い
。

け

れ
ご
も

此
状

態
は
劣

れ
る
性
質

の
土
地

も
亦

人

口
を
養

ふ
が
薦

め

に
利
用

さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら

漁
必
要

の
生
す

る
に
至
れ
ば
、
攣
化

せ
ざ

る
を
得

な

い
。
・さ
う

な
れ
ば
各

移
住
者

は
、
優

更
地

の
み

を
獲

得
す

る

こ
ε
は
出
家
な

く
な
b
、
勢
賃

は
優

良
地

に
於
け

る
勢
働

の
全
敢
盆

だ

る
こ
ε
は
出

来

弧
や
う

に
な

っ
て
、
地

代

の
額

だ
け

は
減

少

せ
ら

れ
ざ

る
を
得

諏
。
何

故
な

れ
ば
、
種

灯

の
異
れ

る
土
地

の
上

に
於
け

る
勢
働

論

説

農
業
熊
曾
主
義
論
(四
、完
)
.

第
十
二
巻

{第
一
號

五
一
)

五
一



講

読

農
業
泄
曾
主
義
論
(四
、完
}

第
+
二
巻

(第

F
號

五
二
)

五
二

は
、
同

】
様

の
勢
作
を
以

て
し

て
も
、
最
早

同

}
.の

牧
盆
を
齎

さ
す

、
優
更
地

の
占
有
者

は
劣

等
地

の
占
有
者

よ

.

り
も
、
同

「
勢
務

を
以
て
し

て

、
よ
り
多

く

の
生
産
結
果

を
牧
得
す

る
こ
ご
が
出

原
る
か
ら

で
め

る
。

然

る
に
生

産
物

の
償
柊

は
同

　
で
あ

っ
て

、

そ
が
優
良
地

よ
り
生
産

せ
ら

れ
セ
る

ご
、

劣

等
地

よ
り

生
産

せ
ら

れ
た

る

`

は
問

ふ
所
で
な
い
か
ら
、
優

良
地
の
所
有
者
は
其

の
よ
り
大

疑

る
舞

牧
盆

籍

果
乞

て
・
.6

不
労
的
な

.

る
飴
剰

櫃
値
即

ち
地

代
を

牧
得
す

る
こ
ご

、
な

る
。

さ
れ
ば
若

し
彼
が
今

一
人
の
勢
働

者
を
雇

入

る

、
達
せ
ば

、

彼
は
最
早
最
も
優
良
な
る
土
地

に
於
け
る
労
働

の
全
牧
盆
を
之
に
支
彿
ふ
の
必
要
は
な
文

た
垂

働
者
が
最
も

劣
等
な
る
土
地
、
帥
ち
地
代
の
全
く
獲
生
せ
ざ
る
土
地

に
於
て
生
産
し
得

る
肪
の
牧
盆
だ
け
を
、、
支
彿

へ
ば
よ

い

の
で
あ
る
。
從
て
移
住
者
が
自
由
の
耕
作
の
爲
め
に
使
用
し
得
る
土
地
が
劣
等
の
も
の
ε
な
れ
ば
な
る
ほ
こ
、
盆

盆
以
て
勢
賃
は
磐

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
即
ち

・
ン
リ
ー
、
ζ

↓

の
見
解

に
從

へ
ば
、
勢
賃
は
勢
働
者
が
最

も
劣
等
な
る
土
地

、
然

か
も
食
料
品
に
謝
す

る
需
要
を
充
さ
ん
が
爲
め
に
耕
作

せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
量

地

だ

る
、
地
代

の
嚢

生

せ
ざ

る
土
地

の
上

に
於

て
、
生
産

し
得

る
所

の
生
産

に
依

て
決

定

せ
ら

れ
る
の
で
あ

を
。

之
ご
同

様

に
資

本

の
利
子
も

亦
、
不
断
な

る
地

代

の
増
加

に
依
て
減
少

せ
し

め
ら

れ
る
。
而

し
て

ヘ
ソ
ソ

ー
、
ジ

.

ヨ
ー
ツ
の
考

へ
に
從

へ
ば

、
利
子

は
地

代

ご
異
b

正
常

な
る
私
人
的
所
得

で

あ
る
。
蓋

し
利
子

は
資
本

に
野

し

て

自
然
的
な

る
再
生
産
能

力
を
賦
奥
す

る
所

の
増

殖
性

よ

り
装

生
す

り
為

の
な

る
が
故

で
あ
る
。
即

ち
資
本

の
加
勢
.

さ
れ
窪
る
も

の
で
、
從

て
資
本

よ
り

の
所

得

は
、
正
當

な

る
も

の
ε
せ
ら

れ

る
。
然

る
に
資
本

は
、若

し
も
土
地

の

脚



口

'

所
有
者
が
資
本
を
使
有
す

べ
き
権
利

に
謝
し
て
資
木
所
有
者
よ
b
常

に
増
加
し
て
止
ま
る
貢
献
を
徴
放
す
る
こ
が

な

い
㎎
ら
ば
、
増
進
す

る
生
産
力
の
効
果

に
就
き
、
更
に
太
い
な
獄
分
量

に
於
て
、
其

割
前
に
與

か
る
を
得
る
筈

で
あ
る
。
而
し
て
地
代
の
法
則
に
從

へ
ば
、
最
も
劣
等
な
る
耕
地
の
牧
盆

に
醤
し
て
、
之
を
超
過
す

る
所
の
も
の

は
総
て
地
代
な
の
だ
か
ら
、
そ
し
て
資
本

の
利
子
は
何

れ
の
場
合
に
於
て
も
同

「
標
準
の
上
に
在
ら
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
か
ら
、
少
く
ε
も
其
標
準
に
近
く
在
ら
ね
ば
な
ら
諏
か
ら
、
最
も
優
良
な
る
土
地
の
上
に
行
は
る
、
勢
働

に

劃
し
て
も
、
生
産
の
維
持
上
是
非
必
要
な
る
所

の
額
以
上
の
も
の
は
、
何
物
も
剰

さ
る

、
所
が
な
い
の
で
め
る
。

斯
く
考

へ
來

っ
て

ヘ
ン
リ
ー
、
ジ

ョ
ー
ジ
は
結
論
ご
し
て
、地
代
は
総
て
あ
.枇
會
的
困
憊

の
源
な
り
ざ
す
る
の
で
あ

る
。
即
ち
土
地
の
債
値
は
、
土
地
所
有
こ
い
ふ
こ
ε
よ
り
し
て
、
労
働
に
依
て
生
産
せ
ら
れ
た
る
所

の
果
實
を
自

己
に
壟
断
す

べ
き
権
力

に
依
頼
し
て
定
ま

る
も
の
な
る
が
故

に
、
土
地
の
償
値

の
増
加
は
常
に
勢
働
の
横
笛
を
犠

牲

ε
し
て
養
は
れ
来
る
も
の
π
る
し
外
な
ら
ぬ
。
若
し
増
加
す

る
生
産
力
が
勢
賃
を
高
め
訟
事
實
が
あ
る
な
ら
ば
、

そ
は
た
ゴ
土
地

の
償
格
が
増
加
す
る
故
に
然
を
も

の
こ
す
る
。
土
地

の
地
代
は
全
利
得
を
呑
み
盈
す
も
の
で
、
斯

ら

り

も

や

コ

く

て
貧
困

は
進
歩

に
随
伴

せ
ざ

る
を
得

阻
。

何
れ

の
所

に
於

て
も
地

儂

の
増

加
ご
共

起
、
貧
富

の
懸

隔

の
釜

々
大

ざ
な

る
を

見

る
こ
ε
が
出
家

る
。
地

贋

の
最

も
高

き
所

で
は
、
友
明
は
最

大

の
奢
侈

ご
相
弄

び
て
最

大

の
貧

困
を

示
す

も

の
で
あ

る
。

次

に

ヘ
ン
リ
ー
、
ジ

ョ
ー
ジ
の
考

に
依

れ
ば

、
商

工

業
上

の
恐
慌
も
亦

、
其
の
最
後

の
原

因
を
地

代

に
置

一
も
の

論

説

農
業
泄
會
主
義
論
(四
、完
)

第
十
二
巻

〔第

「號

、
五
三
)

五
三



.

論

説

農
業
肚
會
主
義
論
(四
、完
)
.

第
十
二
巻

〔第

一號

五
四
)

五
四

だ
ご
せ
ら

れ
る
。

何

ξ
な
れ
ば
、
恐
慌

状

態
の
下

に
於

て
働

日
を
見

出

・し
得

ざ
る
幾

百
千

の
人

々
は
、
若
し
土
地

の
使
用

が
地
代

に
依

て
爾

か
く
制
限

さ
る

、
こ
ε
が
な

か

つ
π

な
ら

ば
、
能

く
働

口
を
見
出
す

こ
ε
が
出
来

た
で

あ
ら

う

し
、
叉
恐
慌

時

に
萱
行

か
す

し

て
取
残

さ

る

＼
商
品
も

、
販

路
を
見

出
し
得

た

で
あ
ら
う

か
ら

で
あ

る
。

斯

る
が
故

に

ベ
ン
リ
ー
、
ジ

ョ
ー
ジ
は
、
総

べ
て
の
肚

會
的
困
難

に
封
ず

る
救
治
策

は
、
地

代

の
私
人
的
な

る
取

得

を
廣
除
す

る

こ
ε
に
存
す

ε
見
た
。
土
地

を
各

人
が

所

有
す

る
ご

い
ふ
こ
・し
が
不
條
理

で
あ

る
。
何

ε
な

れ
ば

総

て

の
他

の
財
貨

ご
は
異
り

、
土
地

は
増

加
し
得

べ
か

ら
ざ

る
も

の
で
、

從

て
其

の
所
有

者

に
射

し
て

]
の
凋
占

椹

を
與

ふ
る
も

の
だ

か
ら

で
あ

る
。

而

し
て
此

の
猫
占

権

を
基
礎

ピ

し
て

、
土
地

の
所
有
者
は
他

の
あ
ら

ゆ

る
人

'
人
の
勢
働

に
饗

し
て
永

久
的

な
る
貢

献
を

張
ゆ
る

こ
・ヒ

、
な

る
。
即

ち
生
産

の
壇

加
、
人

口
の
増

加
及

び
文
化

の

増
進

に
連

れ
て
、
常

に
増
加
す

る
傾
向

を
有
す

る
地
代

所

徴
を
占

む

・3

」
ぜ

・
な

る
。

然

る
に
此

の
増
加
し

て
休

む

こ
ご
な

き
地

代
所
得

は
、
土
地

の
所
有

者
に
取

っ
て

は
終
濟

的

に
之
を
見

て
、
不
勢
所
得

た

底
に
過

ぎ
ぬ
も

の

で
、
彼

自
身

の
働

に
因

る
の
で
は
な
く

、
批
會
共

同
團

艦

の
共

同
的

の
働

よ
b
し
て
獲
生
す

る
所
得

た

る
に
外

な

ら

露
。

総

τ
斯

く
の
如

き
は

ヘ
ン
リ

ー
、
ジ

ョ
ー
ジ
の
考

で

あ

る
が
、
さ
れ
ば

`
て
彼
は
耐
會

主
義
を
唱

ふ

る
者

で

は
な

い
。
彼

は
明
白

に
肚
會
主
義

的
紹
濟

組

織

を
否
認
す

る
者

で
あ

る
.
`
彼

れ
の
考

に
從

へ
ば

、
肚
會
主

義
は
、
個
人

的
な

る
活
動

を
ば
政
治

上
の
櫃

力

に
依

て
交
替

せ
し
む

る

こ
ε
に
於

て
成

立
す

る
も

の
で
、
實

に
自
由

に
依

て
よ

昌



'

り
好
く
到
痙

さ
る

べ
き
所

の
も

の
を

、
強

制

に
依

て
到

達

せ
む

ご
す

る
試
た

る
に
外

な
ら

ね
ε
せ
ら

れ

る
。
然
る

に
何
事

に
依
ら
す
制
令

ε
強
制

ξ
の
臭
味

を
有
す

る
も

の
は
、
総

て
其

れ
白

膜
劣
悪

な
る
も

の
で
、
荷

も
他

の
道

の
存

す

る
限

り
は
、考
慮

中

に
入

れ
ら

る

べ
き
も
の
で

な

い
。
肚
會

は

一
の
有
機
膿

で
あ

っ
て
、
決

し
て

一
の
機
械

で
な

い
。

そ
は
た

ゴ
之
を
構
成
す

る
各
部
分

の
、

個
別
的

な

る
生
存

の
上

に
生
存

し
、
各

部
分

の
自
由

に
し
て
自

然

的
な

る
獲
達

に
依

て
の
み
、
全
艦

の
調

和

は
出

で
来

る
も

の
ε
す

る
。
何
物

で
も
総

て
肚
會

的
再
生

に
必
要
な

る
も

の
は
、
た

～
『
土
地
」
及

び

『
自

由
』
ご

い
ふ
二
語

の
中

に
包
含

さ
る

、
も

の
で
あ

る
。
省

文

へ
.ソ
リ
ー
、
ジ

ョ

ー
ジ
は
罰肛
會

主
義

が
利

子
及
び
利
潤

を
も
否

認

せ
む

ご
す

る
を
不
合

理
ε
考

へ
て
居

る
。

即
ち
彼

の
考

に
よ
れ
ば

此
両
者

は
地
代

ご
は
異

り

、
正
當
な

る
所

得

な
り

こ

せ
ら

れ
る

か
ら

で
あ

る
。「
彼

は
徹
頭
徹
尾

土
地

の
使
用

上

に

於
け

る
各

人

の
卒
等

な

る
権
利

を
主

張
す

る
者

で
、
勢
働

は
土
地
を

使
用
す

る

こ
ξ
な
し

に
は

生
産

を
駕

し
能

は

諏
も

の
で
あ

る
か
ら
、
土
地

の
使
用

に
關
す

る
各

人

の
李
等
椹

を
否
認
す

る

こ
ご
は
、
即

ち
必

然
的

に
.
労
働

が

自
己

の
生
産

に
射

し
て
有
す

る
権
利

を
否
認
す

る
こ

ご
た
る

に
外
な
ら

瀕
。

其
上

に
他

の
人

々
の
働
く

べ
き
土
地

に
謝

し
て
支

配
椹

を
有
す

る
者
は
、

だ

ゴ
彼

等
を

し

て
勢
働

せ
し
む

る
を
許

容
す

る
ε

い
ふ
こ
ε

に
封
ず

る
代
領

こ
し

て
彼
等

の
勢

働

の
生
産
物

を
ぱ
「
占

取
す

る
を

得

る

こ
ご

、
な

る
の
で
あ

る
。

・凡

べ
て
土
地

の
使
用

に
關

し
て

は
私
有
制

は
必
要

で
は
な

い
。
必
要

な

の
は
た

讐
各

人
が
其
労
働

の
県

費
を
享

受

し
得

る
の
保
障

之
で
み

る
。
人

々
を

し
て
土
地

の

耕
作

ε
改
頁

ご
を

爲

さ
し
め
む
が
薦

め
に
は
、.
何

も
其
土
地

論

説

農
業
壮
會
主
義
論
(四
、完
)

第
†
二
巻

(第

一
號

五
五
)

五
五



＼

論
.
説

農
業
評
価曾
主
義
論
(四
、巻兀
)

苗夘
十
二
巻

〔雌用
一
號

五
↓ハ)

五
よハ

は
爾

に
瀦
す

る
ε

い
ふ
こ
ε
を

云
聞

か
す
必
要

は
な

い
。
必
要

な

の
は
た

ゴ
、
爾

の
勢
働

若

し
く
は
資
本

が
造
b

マ
　

も

出
す
所
の
も
の
は
爾
の
略

の
で
あ
る
ε
云
聞
か
す

二
ご
之
で
あ

る
。
人
々
に
収
穫
す

る
こ
ご
の
安
全
を
保
障
せ
ば

彼
等
は
種
を
播
く
で
あ
ら
う
。
彼

に
家
屋
の
所
有
の
安
全
を
保
障
せ
ぱ
彼
は
家
を
建
て
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
が
勢

働
の
自
然
的
報
酬
で
あ
る
。
土
地
の
所
有
は
そ
れ
に
關
し
て
何
事
も
駕
す

べ
き
も
の
を
持

て
居
な

い
φ

商82

右

に
示
す

所

の
如

く

へ
/
リ
!
、
ジ

ョ
ー

ジ

は
現

今
世

に
存

す

る
脛
濟
的
弊
害

は
多

く
は
土
地

の
私
有

制

に
依

$
.

・
地
代
・
欝

所
得
長

原
　

磐

も
ぞ

考

・
、
・
…

経
済
疲

・
奨

　

・
歩
・
行
…

に
∴

、
す
、
世

に
貧
困
の
絶
え
ざ
る
雷

な
b
穿

る
.
そ
・
で
彼
は
轟

害
を
除
去
す
る
方
警

就

・
て
考

へ
、
病

唖

弊
救
治
の
方
法
を
講
究
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
が
勢
賃
を
高
め
資
本
の
利
得
を
大
に
し
、
貧
困
を
絶
滅
し
、

β

救
簗

必
要
・
蹄
…

、
誰
・
蒔

就
か
ん
季

・
誉

鋳

多
義

・
與
へ
・
人
・
・
力
　

由

獅

に
活
動
す
る
を
得
せ
し
め
、
犯
罪
を
減
じ
、
道
徳
毒

味
・
智
蓼

を
・、同
め
.
政
治
を
・
廉
　

し
・
、
女
　

翻

し
て
更
三

段
の
高
所
に
進
ま
し
む
る
に
足
る
唯

一
の
簡
軍
に
し
て
然

か
も
最
も
崇
高
な
る
救
治
策

ε
し
て
推
奨
.

羅

す
る
所

の
も
の
は
、
地
代
を
ば
課
税

に
依
て
國
庵
の
有

に
締
せ
し
め
、
其
の
私
人
取
得
を
ば
塵
止
せ
し
む
る
こ
ご
.

融

鵬

b

eo

物

之
で
あ

・
。

、

議
.

.

・
・
一

、
・
・
劣

紫

議
・
音
響

量

地
・
國
纂

・
し
て
智

穿

居
り
・之
を
然
か
呼
ぶ
こ
ε
は

期
劉



画

不
都
合

で
は
な

い
が

、
然

し
所
謂

土
地
國
有

論

に
廣

、
其
主
張

の
程
度

に
於

て
色

々
ご
匝

別
の
認

め
ら

る

べ
き
も

の
あ

る
こ
ε
を
忘

れ
て
は

な
ら

諏
。

一
は
土
地

の
私
人
所

有

・し
併
せ
て
其

の
私

人
占
有

及

び
管

理
を
も
磨
止
す

べ

し
ご
爲
す

も

の
で

、
凾
内

の
土
地

は
総

て
之

を
公

有

δ
な

し
、
.耕
地

は

之
を

生
産

組
合
又

は
地

方
團
膿

の
手

に
依

て
耕
作

せ
し

め
ん
こ
す

る
肚

會
主
義
者

の
主

張
之
で
あ

る
。

二
は
土
地

の
所

有
は
之
を
国

家
の
手

に
牧

め
乍

ら
、

各

人

に
は
廣

一
其

の
占
使
灌

を
與

へ
、
成
可

く
多
く

の
人

々
を
し
て
土
地

を
占

有
使
用
す

る
を
得

せ
し

め
ん

ご
す
.

る
ウ
ォ
レ
ー
.ス

　
涙

の
主

張
之
で
あ

る
。
三
は
即
ち

ヘ
ン
リ
ー
、
ジ

ョ
ー
ジ
等

の
士
⊥
張
で
、
土
地

の
現
今

の
如

き
私

有
制

は
之
を
否
認

し
乍
ら

、
然

か
略
土
地

は
私

人
の
占

有

に
残

し
置

き
、
た

ゴ
其

の
所
有

の
實

質

を
奪

ひ
去

る
爲

め
に
、
其

の
地

代
所
得
を

全
幅

に
裸

視

せ
ん

ε
す

る
主
張

で
あ

る
。

さ
れ
ば

ヘ
ン
リ

ー
、
ジ

ョ
ー
.ジ
は

、
祉
曾
主

義
者

の
主

張
す

る
如
き
土
地

國
有
業

を
推
奨

す

る
者

で
は
な
く

、
土

り

地
占
使
椛
の

一
般
的
な
る
分
配
を
も
主
張
せ
な

い
。
彼
は
土
地

の
私
有
制
を
其
形
に
於
て
は
維
持
し
乍
ら
、
裸
視

手
段
に
俄
で
其
の
私
有
制
を
有
名
無
賃
の
も
の
た
ら
し
め
、
土
地
そ
の
物
よ
り
生
ず
る
利
益
は
擧
げ
て
之
を
国
家

耐
會
の
有

に
蹄
せ
し
め
、
依
て
以
て
土
地
の
恩
恵
を
天
下、-
萬
人
に
普

か
ら
し
め
ん
ご
す

る
の
で
あ
る
。彼
は
惟
ふ
や

う
.
現
今
土
地
を
所
有
す
る
人
々
に
は
永
久
に
彼
等
を
し
て
自
己
の
土
地
ご
罹
す

る
所
の
も

の
を
保
持

せ
し
め
よ
。

ヤ

ヘ

へ

彼
等

が
此
地

は
自

己

の
も

の
な
り

ε
稠
す

る

ε
も
、

名
義

の
⊥

で
は
そ
れ

は
勝
手

た
る

べ
し
。

叉
之
を
費
賀
す

る

な
り

贈
興
す

る
な

り
、
そ
れ
も
勝
手
た

る

べ
し
。

た

買
所
有

制

の
核
子

を

さ

へ
扱

き
取

れ
ば
、
真
皮
殻

は
安

神
し

論

説

農
業
融
會
主
義
論
(四
、完
)
.
.

十
二
巻

(第
一
號

五
七
)

五
七

}

一-、.一.



噛

論

説

農
業
壮
會
主
義
論
(四
、完
)

.

第
十
二
巻

(第

一
號

五
八
)

五
八

て
所
謂
所
有
者

な

る
者

の
自
由
庭

分

に
委

か
せ
て
よ

い
で
は
な

じ
か
。
土
地

を
没

収
す

る
こ
ざ
が
必
要

で
は
な
く

た

ゴ
地
代
を
渡

牧
す

る
こ
ε
が
必

要

で
あ

る
ご
。
9

尻

・
9

需
。
塞

碧
く
8

8
・
幹

器

ぎ

α
汁

7
。
三
♂・
髭
8
鋸

・'・

8

8
旨
瀞
∩馨
①
昂
菖

1
刀
・
・。。。。。
)

此

道
を
以
て
す

れ
ば
、
国
家

は
自
ら
然

か
名
く

る
こ

ざ
な
く

し
て
、
叉
寸
毫

も
新

院

に
用

務

を
増

加
す

る

こ
ご

な
(

し
て
、
土
地

の

一
般
的

た
る
眞

實

の
所

有
者

こ
な

る
こ
ご
が
出

蘇

る
。
形
式

上

に
於

て
は
、
土
地

は

た

ゴ
現

今
有

る
が
儘

に
残

っ
て
居

る
。
.何
人

も
其

の
所
有
物

を
奪

は

る

、
こ
ご

は
な

く
、
.叉
そ

の
所
有

が
制
限

を
被

る
こ

ご
も
な

い
。
地

代

が
国

家

に
依

て
租

税
の
形

に
於

て
占

取

せ
ら

れ
る
の
だ
か
ら
、
土
地
所

有

の
名
義

が
何
人

で
あ

ら

う

ご
、
叉
そ

が
如
何

に
小

分
さ
れ

て
る
ら

う

ざ
、
實

は
土

地

は
肚
曾

の
公

有
物

ξ
な

っ
て
し
ま

う
。
そ

し
て
肚

倉

の
各

員
は
土
地

所
有

の
實
盆
を
享
受
す

る
こ
ε
が
出

家

る
筈

で
あ

る
。

そ

し
て
地
代

に
封
ず

る
課
税

は
他

の
租

税
を
減
少

せ
し
む

る
に
足

る
程

度

に
於

て
高

め
ら

れ
な

け

れ
ば
な
ら

激
の
だ

か
ら
Ψ
蟹
行
的

に
は

、
「土
地

債
格

の

上
に
課

せ
ら

る

＼
租
視

の
外
は
、
あ
ら

ゆ
る
租
税

を
腹

止
す

べ
も
ε

い
ふ
提
案

を
爲
す

ご
ε
が
出
来
惹

こ
ε

、
な

謝

る

の
で
あ

る
。
1

此

が
彼

れ
の
土

地
政
策

の
眼

目

で
あ

る
。

ヘ
ン
リ

ー
、
ジ

ョ
ー
ジ
の
信

ず

る
所

に
依

れ
ば

、
右

の
政
策
が
實
行

せ
ら

る

・
に
於
て
は
、
何

人
も
土
地
を
得

ん

ξ
欲
す

る

に
於

て

は
、
十

分
に
之
を
獲

る
こ
ε
が
田
楽

る
こ
ご

＼
な
り

、
久
土
地

の
萱
買
慣
啓

は
下
落
す

る
に
至

り
馬
土
地
投
機

は
跡
を
紹

ち
、
土
地

の
猫
占
も
最
早
引

合
は

隙

に
至

る

べ
き
筈

で
あ
る
。
そ
し

て
當

今
土
地

の
償

23) U)i〔1.



格
の
高
き
が
矯
め
に
土
地
の
利
用
を
駕
す
を
得
な

い
で
、
多
く
の
人
々
が
其
利
用

か
ら
閉
ぢ
出

さ
腔
て
居
る
廣
大

難
邊

の
±
地
は
.
共
現
在
の
所
有
者

か
ら
抛
棄
せ
ら
る
＼
に
至
る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
ほ
ん
の
名
義
だ
け
の
條
件
で

新
植
民
者
に
費
卸

せ
ら

る
＼
に
至
「る
で
あ
ら
う
ε
説

い
て
居
る
。
叉
英
吉
利
の
如
く
人
口
の
稠
密
な

る
所

に
在

っ

て
も
、
此
政
策
を
行

へ
ば
、
現
今
私
人
の
庭
園
や
養
鹿
所
や
狩
猟
場

ε
し
て
悪
用
せ
ら

れ
つ
＼
あ
る
多
く
の
土
地

r

は
耕
作
に
利
用
せ
ら
る

、
に
至
る
で
あ
む
う
ε
説

い
て
居

る
。
蓋
し
総

べ
て
の
租
視
負
捲
を
土
地

の
債
値
の
上
に

の
み
課
せ
ん
ご
す

る
此

の
簡
輩
な
る
政
策

は
、
其
結
果
に
於
て
は
土
地
を
ば
競
費
的

に
、
国
家
に
封
し
て
最
も
多

.

額
の
地
代
を
支
撹
ふ
を
肯
ん
ず

る
人
々
に
利
用
せ
し
む
る
こ
ε
＼
な
る

べ
き
だ
か
ら
で
め
る
。
斯
く
て
土
地

に
封

ず
る
需
要
は
、
其
慣
格
を
決
定
す
る
こ
ε
＼
な
め
、
然

か
も
課
税
が
殆
ん
ご
.其
の
傾
格
全
部
を
吸
取
る
程
度

に
於

て
行
は
る
、
も
の
ε
せ
ば
、
土
地
を
利
用
せ
な
い
で
唯
だ
占
有

せ
む

ご
す
る
者
は
、
正
に
殆
ん
ご
、
土
地
が
之
を

利
用
せ
む
ε
欲
す

る
人
々
に
取

っ
て
値
す

る
所
だ
け
の
も
の
を
地
代
ε
し
て
支
彿
ふ
こ
ご
、
な
る
べ
き
筈
だ
ご
遠

別

べ
て

居

る
。

曹

～次

に
土
地

の
眞
利
益

を
國

有

ざ
す

る
に
就

い
て
土
地

の
所
有
者

に
謝
す

る
報
償

を
如
何

に
す

べ
き

か
に
關

し
て

は
、

～
ン
リ
ー
、
ジ

ョ
ー

ジ
は
其
必
要
な
.し

ε
考

へ
で

居

る
。即

ち
彼

の
考

に
從

へ
ば
、
何
物

で
も
人

の
勢

働

の
結

果

に
成

れ
る
物

で
な

く
て
は
、
正
常

に
私
有
財
産

ε
な

り
得

な

い
も

の
だ

の
に
、
土
地

は
元
水
神

が
萬
民

に
下

し

論

説

農
業
肚
會
主
義
論
(四
、完
)

第
十
二
巻

(第
}
號

五
九
)

五
九
-

2些) Ibid.p.309



「

,

論

珊肌

出職勘果
瓢肌會
主
義
論
(m悶
、出兀
)

第
十
二
巻

〔第

一號
r

山ハ
O
)

占ハ
O

置

い
た
も

の
な
の

だ
か
ら

、
現
腓

の
如

き
土
地

の
私
有

は
籍
盗

た

る
に
外

な
ら
す

、
地

代

は
臓

物
た

る
に
外

な
ら

の
。
.
神
の
賜
物

た
る

か
ら

に
は
土
地

は
萬

人

に
依

て
均

し
く
利
用

せ
ら

る

べ
き
叡

の
で
、
從
て
或
個

人
が
之
を
凋

占
的

に
所

有
す

る
は
正
賞

で
な

い
。

從

て
叉
土
地
を
國

有

ご
す

る
に
就

い
て
其

の
所
有
者

に
賠
償

を
支
彿

ふ
は
、

盗
賊

に
賠

償

を
佛
ふ
や
.う
な

も
の
で
あ

る
ε
せ
ら

れ
る

。

ぎ

ソ
、
葦

ユ
ァ
ー
-
、
》

は
、
た

王

地

の
地

代
の
將
來

に
於
け

る
不

勢
的
増

加
を

の
み
・
藝

。
す

れ
ば
・

土
地

の
上

に
加

へ
ら

れ
た

る
資
本
及

び
勢
働

に
蹄

因
琶

な

い
で
表

は
れ
乗

る
將
來

の
地

代
増
加
を

の
み
、
国
家
の

有

ざ
爲
す

べ
し

ε
主
張
す

る
者

で
あ

る
が

、

ヘ
ン
リ
ー

「

ジ

ョ
ー
ジ
は
地

代
を
ば

、
そ
が
所
労

的
た

る
ぜ
不
勢
的

た

る
ざ
を
問

は
す

、
全

部
翠

っ
て
徴

牧
す

べ
し
ざ
主

張

す

る
。

π
買
人

の
努
力

の
成
果

ご
見
ら

る

べ
き
も

の
で
、

土
地

自
艦

`
明

か
に
匪

別
さ
れ
得

べ
き
改
頁

に
甥
す

る

利
子
を

の
み
は
、

一
定
期
間

だ
け
除
外
す

べ
し

ε
す

る
。

そ

し
て
土
地

`
離
し

て
匠
別

し
で
見
ら

れ
な

い
改
頁

は

、
小
は
大

に
含

ま
る

、
の
原
理

に
依

て
土
地

に
蹄

腐

し
、

つ
ま

り
国
家

】
般

の
利
用

の
爲

め
に
之
も
併

せ
て
徴

牧

せ
ら

る

べ
き
も

の
ご
す

る
。
彼

は
謂

ふ
や
う

、
小
を
呑
む

も

の
は
大

で
、
小
が
大
を
呑

み
得

べ
き
筈

は
な

い
、
自

然
は
人

か
ら

出

て
凍

る
の
で
は
な
く
、
人

が
自
然

か
ら
出

勤

て
來

る
の
で
あ

る
。

さ
れ
ば

人
及
び
人

の
努
力

が
結
局

蹄

り
行
く

べ
き
所

は
、
大
自
然

の
懐

の
外

に
は
な

い
ピ
』

以
上

は

ヘ
ン
リ
ー
、
ジ
ョ
ー
ジ
の
主

張

の
大
要

で
あ

る
が
、
今
少

し
一
其

所
説

の
當
否

に
就

い
て
考

へ
て
見

る
に
.

25) Ibid.PP.242『3.
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,

其
主
張

の
理

論
上

の
根
櫨

に
於
て
彼

が
地

代
を
以

て
不

労
所
得

ξ
駕

し
、
之
を
利
子
及

ぴ
勢
賃

ε
樹

立
せ
し
む

る

は
、
正
當

ξ
謂

は
な
け
れ
ば
な
.ら

戯
。

而

し
て
土
地

の
私
有
制

は
猫
占
的

性
質
を
有

し
、
人
的
努
力

を
待
π
ず

し

て
大

い
な

る
所
得

を
齎

す
も

の
な

る

こ
`
も

.
之
を
認

め
な
け

れ
ば

な
ら

隠
。
然

し
此
根
本

に
於

て
誤

な
き
見
解

も
彼

に
依

て
蝕
り

に
誇

張

せ
ら

れ
た
る
を
憾

ε
す

る
。

特

に
地

代

の
肚
會
的
効
果

に
關

し
て
は
飴
り

に
誇
.張

さ
れ

て
居

る
。
利

子
や
勢
賃

は
彼

れ

の
考

ふ
る
が
如

く
地
代

に
從
属
す

る
も

の
で
は
な

い
。

ヘ
ン
リ
ー
、
ジ

ョ
ー
ジ
は

、

勢
賃

は
地

代
の
彿

は
る

・
が
爲

め
に
生
活

の
最

低
必
要

限
度

ま
で
引

下
げ
ら

る

、
も

の
な
り

ε
主
張
す

る
け

れ
こ

も
、

そ
れ
は
間

違

っ
て
居

る
。
元
来
勢
貸

に
聞
し

て
は

を
ん
な
傾
向

が
事
實

上
存

在
す

る
や
否

や
が
抑
も
問
題

で

あ

る
が
、

そ
れ
は

假
り

に
事
實

上
存
在
す

る

ε
し

て
も

、
其

の
傾
向

の
生
す

る
原

因

は
他

に
存

せ
ざ

る
を
得

諏
。

リ
カ
ー
ド

の
如

き
も
、
勢
賞

は
生
活

の
最

低
必
要
程
度

に
下
る
の
傾
向
を
有
す

ご
駕
す

激
を
誘

い
て
居

る
け

れ
ざ

、も
、
彼
は

か

＼
る
傾
向

の
生
す

る
終

局

の
原
因
は

労
働

者

の
人

口
が
鯨
b

に
増
加

し
.
勢
働
供
給
上

互

の
間

に
競

争

の
行

は
る

、
こ

ε
に
存
す

・し
見

て
居

る
。
此
原

因

の
取
除

か
れ
ざ

る
限
b

は
、
土
地

私
有
制

が
全
屡

せ
ら

る

、

ご
も
、
勢
賃

は
や

は
り
低

き
標
準

の
上

に
漂

は
な
け

れ
ば

な
ら

澱
の
で
あ
る
。

又

ヘ
ン
リ

ー
、
ジ

ョ
ー
ジ
は
、商

工
業
上

の
恐
慌

の
原

因
も
土
地

私
有
制

に
存
す

る
も

の
な

る
.が
如

く

に
説

い
て

居

る
け
れ
ご
も
、

之
も
見

當
蓮

の
議
論

π
る
を
見

れ
諏
。
恐
慌

の
起

る
は
勢
働
者

が
土
地
私
有

制

の
在

る
爲
め
に

土
地

の
上

に
夢
働

を
加

ふ

べ
き
機
會

を
奪

は

れ
た

る
に
因

る
も

の
で
は
な

い
。
セ

ε

へ
土
地

を
得

た

い
ざ
思

ふ
各

論

説

農
業
祉
會
主
義
論
(四
、完
一
.

第
十
二
巻

〔第
一
號

六
こ

六
一

、
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P

噛

!

.

論

説

農
業
融
曾
主
義
論
(
四
、完

　

第

十
二
巻

(第

}
號

六
二
)

六
二

人
に
自
由
に
土
地

の
所
有
が
與

へ
ら
る
・
毫

、
無
秩
序
な
る
、
計
鑑
な
き
私
脛
濟
的
な

る
生
産
方
法
が
存
続
す

る
限

り

は
、
そ
れ
は
恐
慌

を
防
止

し
絶
滅

せ
し
む
る

に
足

ら

ぬ
。

冬

.
一

、
・
・
↓

の
考
は
之
を
籍

す
・
上
に
も
勇

の
困
難
が
み
る
。即
ち
彼
は
土
地
　

筆

る
所

得

の
中
、
生
産
者

の
勢
働

の
結
果
や
資
本
投
下
の
借
果
ε
し
て
表
は
れ
乗

る
所

の
も
の
は
、
之
を
正
常
に
生
産
者

の
所
得
た
ら
し
め
、
た
罫
土
地
が
特
に
優
良
な
る
自
然
的
生
産
力
を
有
す
る
か
、
叉
は
良
好
な
る
位
置
を
占

め
て

居

る
ε
い
ふ
こ
ε
の
爲
め
に
、
其
結
果

ε
し
て
表
は
れ
來
る
所

の
も
の
は
、
之
を
肚
會

一
般
の
有
に
締
せ
し
め
ん

ε
す

る
の
で
あ
る
が
、
土
地
よ
り
生
す
る
生
産

の
結
果
中

に
於
て
、
此
両
者
の
魑
別
を
厳
正
に
行
は
む

こ
ε
は
、

實
際
的

に
は
到
底
不
可
能

の
こ
ご
に
厨
す
る
。
從
て
如
何
に
巧
妙
に
造
り
上
げ
ら
れ
た
る
租
税
制
度
に
於
て
も
、

.

徴
税
吏
が
土
地
の
償
格
に
就

い
て
、
其
の
所
有
者

の
人
的
努
力
の
結
果
即
ち
彼
れ
の
勤
勉
や
投
資
や
企
業
的
経
管

や
の
成
果
ざ
見
ら

る
べ
き
も
の
こ
.

一
般

に
肚
會
的
な
る
關
係
即
ち
人
口
の
増
加
や
交
通
機
關

の
普
及
や
に
依
て

成
れ
る
所
の
も
の
ε
を
庭
別
し
て
、
後
者
の
み
を
嚴
正
に
租
税
ご
し
て
徴
牧

せ
む
こ
ご
は
、
到
底
行
は
れ
得

べ
き

も
の
で
な
い
。

ミ
ル
も
純
地
代
を
計
算
す

る
に
就

い
て
の
實
礫
土
の
困
難
は
夙
に
十
分
に
之
を
認

め
て
居

る
。
帥

ち
彼
は
其

の
地
代
課
税
計
書
に
於
て
も
明
か
に
誤
算
の
生
す

べ
き
愁

に
就

い
て
は
、
大
い
な
る
限
界
を
認
む
る
の

必
要
を
説

い
て
居

る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば

ヘ
ン
リ
ー
、
ジ
ョ
ー
ジ
其
他

り
カ
ー
ド
流
の
地
代
所
得
を
ば
全
部
排
除
せ
む
ε
欲
す

る
人
力
の
計
蚕
は
、

虚



,

だ
ゴ
土
地
全
艦
を
国
家
の
有
に
移
し
、
.そ
の
耕
作
管
理
を
も
國
家
の
管
理
に
移
す
制
度
を
立

つ
る
に
於

て
の
み
、

能
く
成
就
さ
れ
得

る
。

ワ
ツ
レ
ー
ス
の
主
張
す

る
が
如

き
計
霞
で
は

ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
國
家
が
だ
罫
土
地
の

所
有
.椹
を
握
b
土
地
は
之
を
小
作

に
附
す
る
分
で
ば
、
地
代
所
得
は
決
し
て
全
部
は
除
却

さ
れ
得
濾
。
な
ぜ
な
ら

ば
・
纂

星

稜

る
べ
き
小
作
料
嘩

決
し
て
常
に
地
代
の
全
形

包
含
す
審

得
す
・
小
作
料
が
高
過
ぎ
て

・

、

地
代
以
外
に
術
ほ
小
作
人
の
勢
賃
所
得
の

一
部
分
を
も
徴
放
す

る
場
合
の
生
じ
得

べ
き
ご
同
時

に
、
叉
そ
が
安
き

に
過
ぎ
て
地
代
の

　
部
分
は
小
伶
人

の
所
得
に
締
す
る
場
合
も
起
り
得
る
。
た
ゴ
土
地
の
純
牧
盆
は
全
部
之
を
国

家

に
牧
め
、
耕
作
者
は
た
ゴ

】
定
の
勢
賃
又
は
給
料
に
依
て
働
く
に
過
ぎ
な

い
や
う
な
.制
度
が
建
て
ら
る

、
に
於

て
の
み
、
私
人
所
得
の

一
種
ご
し
て
の
地
代
は
、
減
却
さ
れ
得

る
で
あ
ら
う
。
帥
ち
此
制
度
は
、
土
地
の
私
人
所

有
ε
私
人
纒
瞥
ご
を
認

め
す
、
総
て
之
を
固
有
國
特
ε
す

る
肚
曾
主
義
的
見
地
に
依
る
も

の
で
め
る
。
け
れ
ご
も

そ
が
果
し
て
技
術
的
に
叉
経
済
的
に
有
効
な
る
土
地
の
耕
作
利
用
を
寫
し
得

べ
き
道
な
る
や
否
や
は
、
自
ら
叉
別

瓠

問

題

で

あ

る

。

9。織

夏

.

.
リ
ー
、
ジ

.
、
荏

、
土
地

が
神

の
賜
。

萬

人

に
封
し

。
與

へ
ら

れ

た
も

の
な

、
が
故

に
、
之
を
署

圃

ゐ

ヤ

い

喜

な
け
れ
ば
な
畠

主

張
し
て
居
る
が
、
之
赤
威
情
聾

し
て
は
兎
も
角
、
學
問
的
の
議
論
・
し
て
は
お
か
し

㎏

慰

の
で
あ
・
。
土
地
を
野

手

・
・
あ

藩

な
・
や
否
や
薯

ふ
・
・
就

い
て
は
、
髭

黙
に
閲

し
・
土

㎜

地

ε
他

の
財

ε
を
匠
別
し

て
考

ふ
る

に
就

い
て
は

、
土

地

が
紳

の
賜

な
る
や

否

や
は
問

題

ε
す

る
に
は
足
ら

漁
。

劉

輪

読

農
業
肚
會
主
義
論
(四
、完
)

第
十
二
巻

(第

一號

六
三
)

山八
三

●

,



凸
.

論

説

農
業
祉
會
主
義
論
(四
、完
)

、

第
十
二
巻

(第

一
號

六
四
)
.

六
四

問

題
は
實

に
他

に
存
す

る

の
で
あ
る
。
他

の
普
通

の
財

は
人

の
作

っ
た
も

の
な

る
が
故

に
之
を
私
有

ε
駕
す

べ
く

土
地

は
淋
が
奥

れ
た
も

の
な
る
が
故

に
之

を
国
家
肚
會

の
有

疽
駕
す

べ
し

ご
主
張
す

る
に
於
て
は
、
普

通

の
財

ε

難

も
全
く
人

爲
の
締

果

に
成

つ
把
も

の
ば
か
り
で

は
な

く
、
其

原
料

は
や

は
り
紳

の
賜
た

る
に
過
ぎ
な

い
し

、
叉

土
地

も
決
.し
て
紳

の
賜
た

左
ば

か
b
で
ば
な

く
、
現

今
吾

々
の
利
用
す

る
大
抵

の
土
地
特

に
耕
地

は
、

永
年

人
が

之

に
資
本
勢
働

を
加
.へ
、

永
き
歴
史

の
輕
過

ご
共

に
漸

C

に
し

て
今
日

の
状

態

に
造

り
上

げ
た
も

の
で
、
天
與

ε

人
爲

ξ
の
合
成
物

た

る
に
外

な
ら
す

、

之
を
天
與

の
部

分
ε
人

爲

の
部

分
ざ

に

分

つ
こ
ε
は

不
可
能

事

に

属
す

る
。

そ
が
天
與

で
め

る
ε
か
な

い
ε
か
云
ふ
や
う
な

議
論

に
没

頭
す

る
に
於

て
は
、

一
生
涯
論

じ
合

ふ

ξ
も
結
末

の

つ
く
も

の
で
な

い
。

然

る
に
土
地

が
他

の
財

ε
匠

別

さ
れ

て
、
其

の
国

有

の
主
張

さ

る

、
理
由

は
、
實

は
土

地

の
存
在

は
自
然
的

に

頗

る
限
局

せ
ら
れ
、
叉
人

々
の
生
存

を
維

持
す

る

に
是

非

ε
も
必
要

な

る
食

糧

の
生
塵

の
用

に
向
け
ら

る

、
も

の

た

る
こ
ε
に
存
す

る
の
で

あ
る
。
此

等

の
事

は
實

に
土

地

を
し

て
脛
濟

的

に
特
殊

の
財

た
ら
し
む

る
所

以
で

あ

っ

て
、
從

っ
て
之
歯

す

る
所
有
権
は
砲
の
生
産
財
に
封
ず

る
肪
有
響

は
異
れ
る
條
件
の
下
に
置
か
れ
な
け
れ
ば

な
ら
澱
こ
ε

、
な
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
土
地

に
謝
す
る
所
有
権
を
制
限
す

る
の
正
當
な
る
こ
ご
は
、
理
論
上
の
ド
グ

マ
に
其
の
根
擦
を
置
く
次

第
で
も
な
く
、
叉
形
而
上
學
的
考
察
よ
b
起
原
す
る
の
で
も
な

い
。
た

富
之
れ
實
に
軍
純
な
る
肚
會
生
活
上
の
必



、

要

こ

い
ふ

こ
ご

に
依

て
然

る
も

の
た

る
に
過

ぎ
蹟
。
、

人
口
稀
薄

に
し
て
食

料
供

給
豊
富

に
、
土
地

飴
り
あ

る
状
態

の
下

に
於

て
は
、
土
地

の
所
有
及

び
利
用

に
關

し

て
、
多
く
面
倒

の
問
題

は
起

ら

識
け
れ
ざ

も
、
人

口
漸

次
繁
殖

し
食

料

の
供

給
に
關

し
て
常

に
肚
會

的
注

意

の
沸

は
る

》
必
要
あ

る
状
態

を
見

る
に
至

れ
げ
、
土
地

は
漸

次

に
地
味

や
位
慣

の
劣

れ

る
も

の
迄
が
耕
作

に
使

用

さ
れ

な

け
れ
ば
な
ら

澱

こ
ε

、
」な
り

、
從

て
土

地
全
般

に
封

ず

る
利
用
が
充

分
に
行
は
れ

て
居

る
や
否

や

に
就

い
て
、

肚
曾

】
般

は
大

い
な
る
利
害

關
係
を
有
す

る
こ
ε

＼
な

り
、
肚

會
は
常

に
注
意

し

て
、
土
地

が
最

も
有
利

に
最

も

.
有
効

に
利
用

せ
ら

る

べ
き
ゃ
う

,
之

に
關
す

る
制

度
を
造

る
ご
共

に
、

文
具

の
利
用
上

の
監
督

を

せ
な
け

れ
ば
な

ら

な
く

な
る
。

こ
う
な

っ
て
來

る
ご

で
ふ
ε
、

問
題

は

土

地
私
有
制

の
可
否

に
閲

し
て

起
り
來

ら
ざ

る
を
得

な

い
。
若

し
土
地

の
私
有
制

が
肚

會
的

に
之
を
見

て
土
地

利
用
上

長
も

有
効

の
も
の
た
ら
ば
、
之
を
存

纈

せ
し
む

べ

く
、
若

し
そ
う
で
な
く

て
、
有
効

の
も

の
だ
ら
す

却
て

不
都
合

の
も

の
だ
ら

ば
、
之
を
制
限

し
叉
は
磨
止
す

る
の
.

必
要

が
生

じ
て
來
ざ

る
を
得

な

い
の
.で

あ
る
。

斯

る
.が
故

に
此

種

の
問
題

は
決
し

て
濁

り
土
地

に
の
み
限

り
生
す

べ
き
問
題

で
は
な
一
、
財

の
種

類
の
如
何

に

拘
ら

争
、
表

は
れ
來

る
を
得

べ
き
も

の
だ

る
を
忘

れ
て

は
な
ら

の
。

た

ゴ
土
地

が

人
生

々
活

に
最
も
密
接

の
関
係

、

を
有

す

る
が
爲

め
に
、
先

づ
差

當
り
此
問
題

に
遭

着
せ

な
け
れ

ば
な
ら

楓
性
質

の
財

だ
も

の
だ

か
ら

、
顛

ち
藪

に

之
に
關
す

る
問
題

が
起

き
て
來

る
次
第

で
あ

る
。

さ
れ

ば
現
今
普
通

に
資

本

ε
構

ゼ
ら

る

、
も

の
に
就

い
て
も
、

や

は
り
土
地

同
様

に
、
.其

の
私
有
制

に
關

し
て
可
否

の
議
論

が
試

み
ら

れ
、
肚

會
主
義
者

の
如

き

は
、
盛

に
其

の

論

説

農
業
祉
會
主
義
論
(四
、完
)

第
十
二
巻

(第

一
號

允
五
)

六
五

、

.

「



司

..」

'

り

論
.
説

農
業
砒
會
主
義
論
〔四
、完
)

第
+
二
巻

〔第

一號

六
六
)

大
六

肚

會
有

の
必

要
を
唱
道

し

つ

、
あ

る
次
第

㌘
あ

る
。
然

る
に
も

拘
ら
す

土
地
國

有

に
聞
す

る
議

論
が
就
中
最

も
早

一
よ
b
表

は
れ
來
り
、
又
熱

心

に
主

張

ぜ
ら

れ

る
の
は

、
前

に
之
を
述

べ
た
や

　

に
,
土
地

私
有
制

臓
国

民
食
糧

の
充
實

ご

い
ふ
が
如

き
、
重
大
な

る
国
民
生
活
上

の
問

題

に
躙

る

、
か
ら

の

こ
ご
て

從

て
問
題
は

入
口
.が
増
加

し
、

国
民

食
糧
問
題

が
、
肚

會

の
注
意

を
惹

く

こ
ざ
の

人
な
れ
ば
人

な
る

に
至

る
に
連

れ
て
、
益

々
緊
要
痛

切

の

問
題

`
な
ら

ざ

る
を
得

魂
。

而

し
て
實
賦

に
在

っ
て
は
、
土
地

の
所
有
者

は
、
其

土
地

を
利
用
す

る
上

に
於

て
、
常

に
必
ず

し
も
土
地
最
善

の
生

産
力
を
獲
揮

せ
し
む

る
に
努
む

る
も

の
ε
限
ら
す

、
叉
常

に
肚
會

】
般

の
利
益

ε
必
要

`
を
考

へ
て

、
其
利

用

の
方
法

を
定
む

る
祉

の
で
も
な

い
。
た

y
自

己
.の
好

む
所

に
從
て
、
之

を
用

み

る
に
過

ぎ
諏
。
薙

に
於

て

か
個

家

的

に
は
大

い
に
土
地

の
集

約
的
利
用

が
必

要

ε
せ
ら

れ
る
の

に
、
所
有
者

は
之
を
行

は
な

か

っ
た
り
、

叉
国
家

的

に
は
或

種

の
農
産
物

の
生

産

の
矯

め
に
充

分

の
土
地

が
使
用

せ
ら

る

＼
必
要

の
あ

る
の
に
、
所

有
者

の
多

く
は

却

っ
て
他

の
方
面

の
利
用

に
之

を
向

け
た

り
す

る

こ
ご

の
あ

る
は
、
普
通

に
之
を
見

る
有
様
な

り
ε
す

る
。
特

に

は

叉
所

有
者
は
最
も
豊

饒
な

る
土
地

を
も
、
之
を
耕
作

に
は
用

み
な

い
で
、
或
は
自
己

の
娯
樂

の
短

め
に
、
或

は
政

治
上

の
虚

勢

や
肚
交

上

の
見

榮
や

の
爲

め

に
、
其

利
用

を
犠
牲

に
供

し
て
顧

み
な

い
や

ら
な
場
合
も

、
決
し

て
尠

く
な

い
の
で
あ

る
。

土
地

の
私
有
制

の
當

否

に
關
す

る
問

題

は
、
斯

く
の
如

く

に
し

て
、耐
會
生
活

上

の
必

要

よ
り
、當
然

に
起

り
來
ら

ざ
る
を
得

な

い
の
で
あ

る
。
而

し

て
之

れ
實

に
土
地

私

有
制

の
當

否

に
關

す

る
最
も

有
力
な

る
理
由

な
b

ど
す

る
。

・

7



樹
果
食
料
品
の
生
産

の
爲
め
に
土
地
が
必
要
な
る
こ
ε
は
、
た

～
之
れ
土
地

の
利
用
に
謝
し
て
、
肚
會

一
般
が

大
い
な
る
利
害
關
係
を
有
す
る
所
の
、
頗
る
複
雑
多
方
面
な
る
中
に
在

っ
て
、
其
の

↓
方
面
を
寫

す

に
過

ぎ
ざ

る
を
忘
れ
て
は
な
ら

諏
。
其
他
土
地
は
或
は
住
居
の
爲
め
に
、
或
は
交
通
道
路
や
鐵
道
電
車
等
の
敷
地

の
矯
め
に

も
必
要
で
あ
る
。
其
観
爾
ほ
多
く
の
耐
會
的
必
要
が
存
す

る
の
に
、
土
地

の
所
有
者
は
常

に
必
ず
し
も
快
く
其
必

要
に
饗

し
て
土
地
を
提
供
す

る
を
肯

ん
せ
な

い
。
或
ば
之
を
拒
絶
し
た
り
或
ぽ
高
き
代
慣
を
食

っ
た
b
す
る
。
此

等
の
場
合

に
も
同
じ
一
叉
土
地
私
有
制

に
封
ず

る
制
限
や
磨
止

の
問
題
は
、
起
り
來
ら
ざ
る
を
得
な

い
次
第
で
馬

土
地
私
有
制
に
謝
す
る
十
字
軍
が
早
く
よ
り
起
さ
れ
て
今
口
に
及

べ
る
は
、
實

に
此
の
肚
曾
生
活
上
の

一
般
的
顧

助

慮

よ
り
來

る
必
要

に
促

さ
れ

て
然

る
も

の
た

る
を
、

知
ち

な
け

れ
ば
噌
ら

漁
の
で
あ

る
。

凡

べ
て
右
論
ず

る
所

の
如

く
な

る
を
以

て
、
.ヘ
ン
リ
ー
、
ジ

ョ
ー

ジ
の
主

張
す

る
所

は
、
主
張

の
向

け
ら

る

＼
方

向

に
於

て
は
聞
違

っ
て
居
ら
す

、
大

い
に
時
勢

の
必

要

に
適
合
す

る
も

の
で

あ
る
け

れ
こ
も

、
其

の
理
論

の
構

造

コ

ゆ

ε
其

の
土
地

制
度
改
革

の
貴
行

的
計
蜜

ざ
は
、
太

だ
不
徹

底

の
も

の
ご
見

な
け
れ
ば
な
ら

戯
。
彼

及

び

一
振

の
人

人
は
、其

の
主
張
す

る
所

は
、
能
く
個
人
土
義

ご
就
會

主
義

ε
の
調
和

を
齎
す

に
足

る
も

の
な

る
が
如
く

に
考

へ
て

居
る
け

れ
こ

も
、
そ

の
主
張
は

、
個
人
主
義

の
蜆
黙

よ
り
す

る
も

、
砒
會
主

義

の
観
照

よ
り
す

る
も

、
共

に
中
途

半
端
だ

る
を
免

れ

諏
。
個

人
主

義

の
見
地

よ
り
ず

れ

ば
、

そ
は
甚

し
く
個
人

の
自
由

を
束

縛

し
、

そ
の
経
済

活
動

を
妨
ぐ

る
黙

に
於
て
不
都
合

の
も

の
で

あ
り
.
耐
蝕

主

義

の
見
地

よ
り
す

れ
ば
、
そ

は
近

時

に
於
け

る
最
も
強
大

論

説

農
業
肚
會
主
義
論
(四
、完
)

第
十
二
巻

(第
一號

六
七
)

六
七
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、

論

説

農
業
肚
貧
土山義
論
(四
、完
)

第
}十
二
巻

(第
一
號

六
八
)

六
八

な

る
財
産
集

仲

の
勢

を
促

せ
る
所

の
土
地

財
産

を
、し
依
然

こ
し
て
値
入

の
自

由
虚

勢

に
委
す

る
黙

に
於

て
不
都
合

な
り

こ
せ
ら

れ

る
。
要
す

る
に
現
塒

・…
般

の
要
求
は

、
今

少
し
く
合
理
的

に
然

か
も
徹

底

せ
る
所

の
も

の
に
向

は

ん
ε
し

つ
・、
あ
る
。
帥

ち
個
人
主
義

か
肚
會
慮

義

か

、
両

者
そ

の
何

れ
か
を
選

ぶ

べ
き
必
要

は
、
土
地

制
度

に
關

し
て
も
漸

次
切
迫

せ
ん

ご
し

つ
、
あ
み

こ
ご
を
、
認

め
な
け
れ
ば
な
ら

諏
の
で
あ
る
。
而

し
て
之
れ
室
厳
な

る
議

論

上

の
問
題

で
は
な
く

て
、

理
責
な

る
肚
會

生
活
土

の
必
要

に
依
て
促

さ
る

、
所

の
も

の
た
る
を
忘
れ
て
は

な
ら

ぬ
の
で
あ

る
。

ド

最
後

に
簡

軍

に
土
地

制
度
改

革
運
動

碗
實

状

に

つ

い
て
述

べ
て
麗
く
。

↓
八
八
○
年

代
以
来
は
多

く
の
交

明
國

に
於

て
は
、
肚
會

主
義
的
な

る
見
解
及

び
改
良
的

な
る
見
解

に
關

し
て
、
大

い
な

る
宣
傅

を
試
む

べ
く

、
叉
そ
を
貴

行
運

動
た
ら

し
む

べ
く
、
多
く

の
團
鵬

が
出

来
上

っ
た
。

而
し

て
土
地
制
度

改
革
運
動

は
、
ヘ
ン
リ
ー
、
ジ

ョ
ー
ジ

の
母
国
た

る
米
国

に
於

て

よ
り

も
、
却

っ
て
英
国

に
於

て
其
勢

力

を
張

っ
た
β
英
國

に
於

け

る
此
連
動

の
矯

め
に

す

る
團
鴉

ご
し
て
は
二
大
團
膿

を
擧
げ

な
け
れ
ば
な

ら

粗
の
で
あ

っ
て
、

一
は

ア
ル
フ

レ
ッ
ド
、
ラ

ッ
セ
ル
、
ワ
ッ

レ
ー

ス
の
銃

卒

の
下
に
成

れ

る

目
言

い
寒
α
Z
p
二
〇轟

辰
ρ
口
一冒

ω
9
聾
k
で
、
他

は

円
富

国
謁
房
『
目
魯

σ。
器

ぴ
ニ

ゴ
o

↓
国
奏
諜
。
昌
。
{
戸
磐
窪
く
巴
器
・・

で
め

る
。
後
者

は

ヘ
ン
リ

ー
、
ジ

ョ
ー
ジ
流

の
考

に
從
ひ
、
土
地

軍

一
課

税
制

を
主

張

し
、
先

づ
土
地

至
艦

に
捗

る
新

た
な

る
評

償
を
狂

ふ
,べ
き
を
主
張
す

る
の
で
あ

る
。

濁
逸

の
土
地
制

度
改
革
運
動

に
は
二
大

時
期

の
劃

す

べ
き
も

の
が
あ

る
。
即

ち

一
八
九
八
年

以
前

ε
其
以

後

ご



で
あ
.る
。
前

期

に
於
て
は
運
動
は
農

業
共

蓋
主
義
的

で
、
叉

ユ
ー
ト

ピ
ア
運
動

で
あ

っ
た
。
真
運
動

は

しり
留
日
∋
及.

=
辞
・・6冨
岡三

の
如

き
急
進

的
な

る
土
地
制
度

改
革

論
者

に
依

て
導

か
れ

、
其

極
端

な
る
計
査

に
少
撒

の
賛

同
者
を

得

る

に
渦
ぎ

な
か

っ
た
。

ブ
リ
ュ
ー

ル
ン
ヤ
イ

ム
は
総

て
の
土
地
を
国

家

に
買
収

し
、
国

有
地

は
之
を
小
作
人

に

依

っ
て
耕
作
経
按

せ

し
む

べ
き
計
査

を
建

て

、
後

火
躬

ら

植
民
地
経
管

に
當

り
、
一
八

九
二
年

メ
キ

シ
コ
に
於

て
、

土
地

共
有
制

の
下

に
植

民
地

を
建
設

せ
ん
ε
し
た
が

、

其

後

一
.年

=
湾
「訂
罫

に
依

て
阿
弗
利

加
に

設

け
ら

れ
た

る

閏
「亀
鎚
匹

同
様

に
、

一
敗
地

に
塗

れ
て
し

ま

っ
た

。
然

る
に
第

二
期

に
於
て

は
、
∪
9
巳
器
∩穿
o
が

一)
Φ
「
閾
巨
山

号
「
号
耳
m∩
7雪

ぎ

α
窪
「o♂
重

o
「

の
曹
長

ざ
な

っ
て

以
來
、
濁
逸

の
土
地

制
度
改
革
運
動

は
、
實
際
政
策

上

の
目

.

的
を
追

ふ
に
專
ら

な

る
に
至

つ
セ
。
其

後
は
農
業
肚
會

主
義

的

運
動

の
傾
向

は
凋
逸

に
於

て
は
多
く
認

め
ら

れ
ざ

る

に
至
り
、

運
動

は
主

ε
し
て
端

市

の
住
居

状
態
改

良

に
向

っ
て
行

は

る

＼
こ
ε

＼
な

っ
た
。
而

し
て
其

運
動

の

手
段

ざ
し
て
は
、

『
方

に
於

て

は
土

地
粛

傾
枕
を

、
他

方

に
於

て
は
都
市
有
地

の
増

加
に
よ

る
都
市
土
地

政
策

ε

甥

建
築

組
合

の
補
助

ε
、
其
他

之

に
類
す

る
方
策

が
推

奨

せ
ら

る

、
ご

ざ

・
な

っ
た
。

89

惟
ふ
に
ダ

マ
シ
ユ
ケ
其
他
近
時
の
所
謂
土
地
制
度
改
良
論
者
の
爲
さ
ん
ε
す
る
所
は
.、
た

ゴ
之
れ
肚
會
政
策
的

S

な
・
轟

整

を
追
・
も
の
た
・
・
外
な
島

。
而
し
て
蕩

果
は

一
般
肚
會
繁

の
効
果
の
崇

・
程
度
・
於

浦

て
は
之
あ
り
ξ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
弧
が
、
.若
し
此
子
段

に
よ

っ
て
土
地
制
度

に
關
す
る
問
題
の
根
本
的
解
決
を
、

い

引

い
て
は
叉
・
経
鐙

獲

ぴ
肚
會

一
般

の
肇

事
業
を
成
就
し
得

べ
と

考
ふ
・
が
如
・
誉

ら
ば
・
吾
等
は

嚇

そ

の
鯨
b

に
甚

し
き
樂
天
親

に

一
驚

を
喫
す

る
外

は

な

い
で
あ
ら

う
。

(完
)
.
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